








交
流
会
を
終
え
て

さ
ん
だ
愛
育
班　

小
林
栄
子

去
る
十
一
月
十
二
日　

丹
波
市
愛
育
会
と
さ
ん

だ
愛
育
班
の
交
流
会
を
行
い
ま
し
た
。

秋
晴
れ
の
中
、
目
的
地　

丹
波
市
青
垣
町
に
あ

る
高
源
寺
に
到
着
。
保
健
師
さ
ん
、
会
員
さ
ん
に

温
か
く
迎
え
て
頂
き
、
副
会
長
の
蘆
田
さ
ん
の
ガ

イ
ド
で
惣
門
を
く
ぐ
り
、
鎌
倉
時
代　

遠
谿
祖
雄

禅
師
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
臨
済
宗
中
峰
派
の
本

山
へ
。
遠
谿
祖
雄
禅
師
が
中
国
か
ら
持
ち
帰
っ
た

と
さ
れ
る
「
天
目
楓
」
を
は
じ
め
、
二
百
本
の
楓

が
境
内
を
鮮
や
か
に
染
め
、
参
道
は
ま
さ
に
紅
葉

の
ト
ン
ネ
ル
。
足
元
は
急
な
石
段
に
転
ば
な
い
よ

う
に
と
、
山
門
、
仏
殿
、
方
丈
、
鐘
楼
、
多
宝
塔

へ
と
到
着
。
青
空
の
下
、
見
お
ろ
す
限
り
赤
、
青
、

黄
と
色
と
り
ど
り
の
景
色
は
圧
巻
で
し
た
。
癒
さ

れ
な
が
ら
、
食
事
会
場
へ
到
着
す
る
と
会
長
さ
ん

は
じ
め
会
員
さ
ん
に
温
か
く
迎
え
て
頂
き
、
歩
き

疲
れ
も
吹
っ
飛
び
ま
す
。

皆
さ
ん
の
心
こ
も
る
手
作
り
の
お
も
て
な
し
に

舌
つ
づ
み
を
打
ち
、
美
味
し
く
て
お
腹
い
っ
ぱ
い
。

会
長
さ
ん
手
作
り
の
ぜ
ん
ざ
い
ま
で
頂
き
お
腹

い
っ
ぱ
い
。
話
も
は
ず
み
、
和
や
か
な
時
が
過
ぎ
、

そ
の
後
、
さ
ん
だ
愛
育
班
で
タ
オ
ル
を
使
っ
て
健

康
体
操
を
さ
せ
て
頂
き
、
続
い
て
丹
波
市
愛
育
会

保
健
師
さ
ん
が
お
口
の
体
操
と
、
引
き
続
き
蘆
田

さ
ん
に
よ
る
青
垣
町
に
伝
わ
る
民
話
を
上
手
に
描

か
れ
た
手
作
り
の
紙
芝
居
を
披
露
し
て
頂
き
、
和

や
か
な
時
間
も
あ
っ
と
い
う
間
に
、
終
了
し
ま
し

た
。
帰
り
に
は
、
会
長
さ
ん
の
心
の
こ
も
っ
た
お

土
産
ま
で
頂
き
、
皆
様
の
お
も
て
な
し
に
感
謝
し

つ
つ
、
秋
の
丹
波
路
を
満
喫
し
て
帰
路
に
着
き
ま

し
た
。
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兵庫県愛育連合会だより
兵庫県愛育連合会のうごき

令和７年度は、臼井会長をはじめ７名の役員が、それ
ぞれの市町の特性を生かし、今後の愛育班活動のあり方
について話し合うとともに、兵庫県愛育連合会の事業の
企画運営に取り組んでいます。役員の紹介と、連合会の
主な活動をご紹介します。

令和７年度役員紹介
役職 氏　名 所属愛育班 健康福祉

事務所

会長 臼井里佳 丹波市上久下愛育班 丹波

副会長 野口 純子 洲本市外町地区愛育班 洲本

理事 安達 瑞穂 川西市新田愛育班 伊丹

理事 山口 美佐江 佐用町江川地区愛育班 龍野

役 員 氏　名 所属愛育班 健康福祉
事務所

理 事 畑 富貴枝 丹波篠山市おかの愛育班 丹波

監 事 小林 栄子 さんだ愛育班 宝塚

監 事 小林 芳子 豊岡市竹野愛育班 豊岡

項　目 期　日 開催場所

１ 総会 ５月15日 兵庫県立ひょうご女性交流館 501

２ 理事会 ４月17日
６月19日
１月29日

兵庫県立ひょうご女性交流館 302
兵庫県立ひょうご女性交流館 302
兵庫県立ひょうご女性交流館 302

３ 機関誌・リーフレット作成会議
第１回作成会議
第２回作成会議

９月２日
11月20日

兵庫県立ひょうご女性交流館 302
兵庫県立ひょうご女性交流館 302

1 会議関係

項　目 期　日 開催場所

１ 愛育班長及び地域組織育成者等合同研修会 ５月15日 兵庫県立ひょうご女性交流館 501

２ 第 43 回ひょうご愛育の集い ７月16日 神戸市産業振興センターレセプションルーム

３ 「愛育班員の手記」の募集 10月～11月 －

４ 機関誌の発行 １月 －

2 連合会独自事業

項　目 内　容

１ 健康づくり声かけ運動推進事業 健康づくりに関する普及啓発資材を作成し、声かけ訪問ある
いは地域のイベントにおいて配布、地区別交流会の開催等

２ �地域の若者・子育て応援サポータ
ーによる若者と親子応援事業

妊娠・出産・子育て支援に関する研修や交流会の開催、若者や
子育て応援のための普及啓発資材の作成等

3 県受託事業の推進
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項　目  期　日 出席者
１　第 57 回愛育班員全国大会 ４月22日 臼井会長他１名
２　第 51 回いずみ会大会 ６月27日 小林栄子監事
３　兵庫県子ども・子育て会議 ６月30日 臼井会長
４　令和７年度定時評議員会（兵庫県健康財団） ６月30日 臼井会長
５　令和７年度第１回ひょうご安全の日推進県民会議総会 書面開催 －
６　令和７年度地域安全兵庫県民大会 10月20日 臼井会長他 1 名
７　ひょうご人権ネットワーク会議、令和７年度人権のつどい 12月４日 臼井会長他 2 名
８　第 25 回兵庫県住宅再建共済制度推進会議 12月22日 臼井会長
９　第 26 回兵庫県医療審議会救急医療部会（予定） １月16日 臼井会長
10　ひょうご安全の日のつどい、1.17 のつどい（予定） １月17日 臼井会長
11　令和 7 年度第 1 回兵庫県健康づくり審議会（予定） １月30日 臼井会長
12　第 40 回兵庫県子ども・子育て会議（予定） ３月19日 臼井会長

4 対外活動会議への参画

兵庫県愛育連合会だより

豊岡市竹野愛育班が、
恩賜財団母子愛育会の取材を受けられました！

去る令和７年７月 15 日、「集う居場所、ぱんぷきん」オープンのその後の活動につ
いて、恩賜財団母子愛育会の方に取材していただきました。

大変遠方より、また酷暑の中、愛育推進部の山崎様、佐藤様にお越しいただき、班
員と地域の皆様との楽しいひとときを過ごしました。

取材の中で、女性の方が「常連です」と挨拶され、場が大笑いとなり、改めて居場
所の大切さを実感しました。今後も地域の方に喜んでいただけるよう、精一杯、心を
こめて活動を続けてまいります。ありがとうございました。

（豊岡市竹野愛育班　小林芳子）
なお、豊岡市竹野愛育班の取材の様子は動画にまとめられ、恩賜財団母子愛育会の

ホームページに公開され、全国の愛育班員・育成者の皆様に情報提供されています。

また、翌日（７月 16 日）に開催された「第 43 回ひょうご愛育の集い」も取材いた
だき、こちらも動画として公開されています。愛育班員・育成者の皆様はスマートフォ
ンからご覧いただけますので、視聴方法は各市町事務局にお尋ねください。
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「ひょうご愛育」兵庫県愛育連合会だより

発　　行：　兵庫県愛育連合会
　　　　　　〒 650-8567 神戸市中央区下山手通 5-10-1
　　　　　　兵庫県保健医療部健康増進課内
表紙題字：　畑　富貴枝（丹波篠山市愛育会）

愛
育
班
員
の
皆
様
、
毎
日
地
域
の
方
々
へ
の
声
か

け
や
見
守
り
本
当
に
ご
苦
労
様
で
す
。
今
年
の
夏
は

猛
暑
が
続
き
、
自
宅
に
籠
る
事
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

地
域
の
絆
を
深
め
る
為
に
は
人
と
人
が
集
ま
り
、

目
と
目
を
合
わ
せ
て
お
話
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

愛
育
班
員
と
関
わ
る
こ
と
に
よ
り
そ
の
人
に
と
っ
て

安
心
に
繋
が
り
ま
す
。

各
地
区
で
、
子
育
て
支
援
や
健
康
づ
く
り
教
室
な
ど
色
々
楽
し
み
な
が

ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
地
域
の
為
で
も
あ
り
、
自
分
の
為
で
も
あ
り
ま

す
。ま

た
、
健
康
で
安
全
安
心
で
一
日
一
日
を
過
ご
せ
る
よ
う
班
員
同
志
お

話
合
い
も
行
い
ま
し
ょ
う
。信
頼
で
き
る
愛
育
班
員
で
あ
り
た
い
で
す
ね
。

今
後
も
共
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。
今
後
も
兵
庫
愛
育
連
合
会
へ
の
ご
指

導
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

兵
庫
県
愛
育
連
合
会

　

副
会
長　

野
口　

純
子

伝 言 板

兵庫県の愛育班組織の状況

豊岡市

丹波市
丹波篠山市

佐用町

三田市

川西市

洲本市

● 愛育班のある市町
６市１町
愛育班数　   31 単位　愛育班員数　561 人
会員数　8,536世帯　（令和７年６月30日現在）

令和 6年度　活動実績
声かけ総件数
60,985 件
主催事業
70 回
協力事業
86 回

健康づくりコラム 知ってる？「プレコンセプションケア」

み
な
さ
ん
、「
プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア
」（
以
下
、
プ
レ
コ
ン
）

と
い
う
言
葉
を
聞
い
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

兵
庫
県
に
お
い
て
、
プ
レ
コ
ン
は
『
性
及
び
健
康
に
関
す
る
知
識

を
持
ち
、
妊
娠
及
び
出
産
の
希
望
を
含
む
自
ら
の
将
来
を
考
え
、
健

康
管
理
を
行
う
こ
と
』
と
考
え
、
様
々
な
取
組
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

プ
レ
コ
ン
は
、
1
9
8
0
年
代
か
ら
妊
娠
前
の
肥
満
や
糖
尿
病

等
の
健
康
問
題
を
抱
え
た
妊
娠
が
、
周
産
期
死
亡
や
母
体
死
亡
の
増

加
要
因
と
し
て
指
摘
さ
れ
た
こ
と
も
踏
ま
え
て
、
2
0
0
0
年
代

か
ら
ア
メ
リ
カ
を
は
じ
め
と
し
た
諸
外
国
で
国
家
的
な
目
標
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。

日
本
に
お
い
て
も
、
不
妊
症
等
に
悩
む
方
の
増
加
や
低
出
生
体
重

児
の
割
合
の
増
加
が
見
ら
れ
、
そ
の
要
因
と
し
て
、
妊
婦
の
や
せ
の

問
題
や
、
基
礎
疾
患
や
出
産
年
齢
が
高
く
な
る
こ
と
等
に
よ
る
周
産

期
の
リ
ス
ク
の
高
い
妊
娠
の
増
加
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
人

生
1
0
0
年
時
代
に
向
け
て
各
個
人
が
健
康
に
年
を
重
ね
る
必
要

性
が
高
ま
り
、プ
レ
コ
ン
が
政
府
の
方
針
に
組
み
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

プ
レ
コ
ン
で
は
、
若
い
世
代
が
将
来
の
妊
娠
・
出
産
を
選
択
で
き

る
よ
う
健
康
づ
く
り
や
命
の
大
切
さ
に
関
す
る
知
識
を
身
に
つ
け
、

将
来
の
選
択
肢
を
増
や
す
こ
と
が
重
要
で
す
。

愛
育
班
活
動
の
中
で
も
、
地
域
の
学
生
や
若
い
世
代
に
プ
レ
コ
ン

を
推
進
し
、
未
来
の
子
ど
も
た
ち
の
健
康
を
広
げ
ら
れ
る
と
良
い
で

す
ね
！

兵
庫
県
で
は
、
特
設
サ
イ
ト
を
作
成
し
た
り
、
県
内
の
高
校
生
及

び
大
学
生
を
対
象
に
講
師
派
遣
事
業
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。

詳
し
く
お
知
り
に
な
り
た
い
方
は
、
下

記
の
Q
R
コ
ー
ド
か
ら
兵
庫
県
ホ
ー
ム

ぺ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

プ
レ
コ
ン
の
ポ
イ
ン
ト

　
① 

男
女
と
も
に
対
象

　
② 

妊
娠
・
出
産
の
希
望
に
関
わ
ら
ず
対
象

　
③ 

将
来
を
見
据
え
た
健
康
管
理

QR コードは
こちら▼


